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外国語 第 97号 

対象 

校種 

小学校 中学校 

義務教育学校 高等学校 

特別支援学校 
 

外国語科における「コミュニケーション能力」を見つめ直す 
ーこれからの授業づくりに改めて必要な視点ー 

 

♦ 外国語科の授業づくりの際，「コミュニケーション能力」の要素を意図的に取り入れることで，

より目的・相手意識をもった授業づくりが実現できる。 

♦ これまでの「コミュニケーション能力」の要素を大切にしながらも，デジタル時代に求められ

る要素を取り入れることで，より質の高いコミュニケーションを図ることができる。 

＃「コミュニケーション能力」の四要素  ＃創造的言語使用能力 
 

                                                                                   

 

 これまで私自身外国語の授業を実施して，

あるいは他校の授業を参観していて，このよ

うな導入事例があった。 

事例１：対象小学６年生 

“Big voice！”“Big smile！”と教師が子

供に投げ掛けながら，単語を練習する。 

事例２：対象中学３年生 

“How is the weather today?” 

“What day is it today?” 

といった定番の質問から授業が始まる。 

多くの教師が，この事例のような授業を実

践した経験が，あるいは子供だった頃，実際に

体験したことがあるのではないだろうか。一

見，教師と子供が活発に，円滑に英語でやり取

りをしており，コミュニケーションが図られ

ている場面に見える。しかしながら，事例１の

ように，「いつも大きな声」で，また「いつも

笑顔」でコミュニケーションを図る場面があ

るだろうか。また，事例２のように「今日の天

気は」,「今日は何曜日」という導入は，中学

３年生という発達の段階に即しているだろう

かといった疑問が生じる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その目的や場面，状況等を大切にすることが

重要である。折しも現行の小・中・高等学校の

学習指導要領（以下，学習指導要領）において，

子供たちの「コミュニケーション能力」が課題

であると述べられているが，こうした事例で

は，「コミュニケーション能力」の育成が図ら

れるのは難しいと考える。教師がコミュニケ

ーションの大切さを見失っているのではない

かと感じられる場面もある。そこで，そもそも

外国語科における「コミュニケーション能力」

とは何かを今一度見つめ直し，これからの外

国語科授業づくりに必要な視点について考え

てみたい。 

 

 

 

これまで学習指導要領の中で，外国語科の

目標で使われてきた「コミュニケーション能

力」について，その定義は明記されていない

が，その理論的基盤とされたのは，1980 年代

にカナルとスウェイン（Canale＆Swain）が提

唱した四つの要素（「文法能力」,「社会言語的

能力」,「談話能力」,「方略的能力」）から成

２ 外国語科における「コミュニケーション能力」

とは 

 

１  よくある事例から 

 

外国語科授業の本質はコミュニケーションで 



り立つ能力である（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの要素については，これまで様々な 

分析と実践がなされてきている。筆者も，例え

ば「②社会言語的能力」を，「コミュニケーシ

ョン能力」を高める授業づくりの視点の一つ

として取り入れ，実践を行ってきた。「社会言

語的能力」は，社会的に適切な言語を使用する

能力であり，相手によって使う言語や丁寧さ

などを判断していくことが求められる。その

ため，表１のように社会言語的能力を発揮する

子供の姿を想定し，目的や場面等に応じた働

き掛けを行うようにした。 

 

 

 高学年 

目

的 

・ 目的を伝えるために必要な英語を

使って話す。 

相

手 

・ 相手の年齢・立場等によって，使う

英語の違いを考えながら話す。 

場

面 

・ コミュニケーションを行う場面を

適切に捉え，その場面にふさわしい

英語を使って話す。 

 例えば，コミュニケーションを図る相手に

よって，“～please.”を語尾に付けたり，場面

によっては，自分勝手に意見等を述べるので

はなく，“Ｉt’s OK?”と自分なりの表現で相手

に確認を取ってから話したりするといった姿

である。 

冒頭の事例１において，教師側に「社会言語

的能力」の視点があれば，「大きな声で，大き

な笑顔で」という働き掛けではなく，「場面に

応じた声の大きさで，やり取りにふさわしい

表情で」といった意識が働くため，子供自身が

声量や表情を考え，主体的に学んだ英語を選

んで使うような指示の仕方をするのではない

かと考える。 

また，事例２でも，図１③の「談話能力」の

視点を意識することにより，単発的なやり取

りではなく，身近な話題（例えば昨日観たテレ

ビ番組の話題等）を教師と生徒が行ったり，あ

るいは生徒同士で行ったりするという工夫が

でき，文脈のあるやり取りができるのではな

いかと考える。 

 このように，「コミュニケーション能力」の

それぞれの要素を授業づくりの視点として意

識することで，子供たちのコミュニケーショ

ンの質は高まるものと考える。 

 

 

 ここまで，外国語科における「コミュニケー

ション能力」を見つめ直し，授業づくりの視点

としてその必要性を見てきたが，カナルとス

ウェインが「コミュニケーション能力」を提唱

してから，すでに 40年以上が経つ。時代は激

しく変化し，小学校では高学年に教科として

の外国語が導入され，令和２年度から全面実

施された。教科になれば，文字の読み書きが入

り，教科書の活用や評価が求められるなどの

変化から，英語を習得する方に力点が置かれ，

コミュニケーションを図る大切さを見失いが

ちになるという声も聞く。また，１人１台端末

の導入，活用により，特に，デジタル時代にお

いては，コミュニケーションの内容・方法まで

変化しつつあると言われる。そこで，これから

の時代に求められる「コミュニケーション能

力」について，バトラー後藤裕子氏の提唱を参

考に考えてみたい。 

バトラー後藤氏は，その著書の中で，カナル

とスウェインが提唱してきた「コミュニケー

ション能力」を参考にしながら，デジタル時代

松川，大城『小学校外国語活動実践マニュアル』p.46
より能力の説明のみを引用 

３  これからの「コミュニケーション能力」とは 

 

図１ 「コミュニケーション能力」の四要素 

表１ 社会言語的能力を発揮する子供の姿 

※ 鹿児島大学教育学部附属小学校の実践を参考 2006年 



に必要な言語「コミュニケーション能力」につ

いて図３のような捉えをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ デジタル時代に必要な言語コミュニケーション能力 

要するに，「基本的言語知識を土台に，言語

を自律的・創造的に使い，さまざまな知識（こ

こでは言語知識だけでなく，学問や生活に関

わることなど多種多様な知識を含む）をイン

ターパーソナルな空間で拡張・発展させてい

く能力」１）と述べている。ここでは一つ一つの

能力についての説明は割愛するが，現行の小・

中・高等学校の学習指導要領解説において記

載されている外国語の「見方・考え方」の内容

と重なりが見られる「創造的言語使用能力」に

つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついて取り上げる。バトラー後藤氏によれば，

「創造的言語使用能力」は，「主に言語情報か

ら変換された既存の知識を再構成・再構築し

たり，新しいコンテクストへの植え替えを行

ったりする能力」２）をさす。学習指導要領解説

においても，コミュニケーションを行う目的

や場面，状況等に応じて，情報を整理しながら

考えなどを形成し，再構築することは共通し

て示されている（下線は筆者による。小・中・

高等学校いずれも共通）。 

特に，デジタル・テクノロジーの進化と拡大

が進む中で，コミュニケーションはますます

マルチモダル（複数感覚様式）化するため，既

存の知識を新たな状況や場面，相手に応用し

ながら，やり取りを行うスキルが大切になる

と考える。では，「創造的言語使用能力」を高

めるためには，どのような実践が考えられ，ま

た，カナルとスウェインが提唱したコミュニ

ケーション能力も意識するためには，どのよ

うな実践が考えられるだろうか。 

ここでは，霧島市立日当山小学校の南木清

美教諭の実践を基に，コミュニケーション能

力の要素を意識した授業について考えてみた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元 I sometimes walk the dog.  

２ 対象 小学校 第５学年 

３ 本時（６／７） 

(1) 目標 

自分の課題に応じた学習を選択し活動を行うことで，表現内容や方法を工夫して 

自分の「理想の１日」について，自分の考えや気持ちをよりよく伝え合おうとする。 

(2)  展開例 

基本的言語知識 

社会的言語 
使用能力 

自律的言語 
使用能力 

創造的言語 
使用能力 

 主な学習活動 「コミュニケーション能力」の要素を意識した支援 

導

入 

１ 挨拶をする。（１分） 

２ Chantをする。（２分） 

３ Small Talkをする。（３分） 

４ 本時の学習計画を確認し自分のめあて

を立て，学級で共有する。（３分） 

【本時の学習のめあて】 

 

 表現内容や表現方法を工夫しよう。 

 

５ 本時の学習の流れを話し合う。（１分） 

※ 学習の流れを全員で話し合うこと

で，見通しをもち学習を進めることが

できるようにする。 

 

 

〇 やり取りのモデルを示した後，ペアで伝え合うこと

で，モデルとの比較から自分の課題に気付き，自分のめ

あてを立てることができるようにする。【創】 

 

 

【チャレンジタイムの進め方】 

☆ 友達に自分のことが分かってもらえるように，

工夫してみよう。 

○ 広げる・・・使う表現を増やす。 

○ 思いやる・・相手に自分のことが伝わるように

工夫する。【社】 

☆ 学び方 

○ タブレットで音声を繰り返し聞いて発音する。 

○ 先生や友達に聞く。 

○ 自分の活動を録画したものを見て練習する。 

※ バトラー後藤裕子『デジタルで変わる子どもたち』p.291より引用 

【文】文法能力 

【社】社会言語的能力 

【談】談話能力 

【方】方略的能力 

【創】創造的言語使用

能力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの外国語の授業では,その多くが

教師側からめあてを提示していたが，ここで

は，単元の内容を基に，子供自らがめあてを立

てている。このような活動こそ，これまでの知

識を土台にし，考えを整理しながら言語を使

用していこうとする力，「創造的言語使用能

力」を発揮させる活動ではないか。また，めあ

てを達成するために，どのような英語を使用

するか。南木教諭は，「思いやる」と表現して

いるが，ここが「社会言語的能力」ではないか

と考える。これまでの実践では，“大きな声で”

“笑顔で”といった指示をしていたが，それが

相手や場面に応じた指示に変わる（“ここは小

さな声で”“真剣な顔で”など）。さらに言えば，

指示ではなく，子供が主体的に考えるように

なる。そして，1人 1台ずつタブレットを持ち，

やり取りを録画するという方法を取り入れる

ことで，その場で「創造的言語使用能力」を発

揮させるようになるだろう。このように，「コ

ミュニケーション能力」の要素を一つでも意

識すれば，より質の高いコミュニケーション

が図れるようになるではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今後デジタル化が進み，翻訳機などの性能

が高まるにつれ，外国語科の授業はどのよう

にあればよいかという声も聞こえる。大切な

ことは，様々な機器のメリットを生かしつつ，

人と人のコミュニケーションを大切にする柔

軟な姿勢を忘れないことではないだろうか。

また，これからの時代に必要な「コミュニケー

ション能力」とは何であり，どのように育んで

いくかといった探究，継続実践，その省察等が

さらに必要になってくると考える。同時に，こ

れまでも大切にされてきた「コミュニケーシ

ョン能力」についても認識することを忘れず，

よりよい授業を展開していく必要がある。 
 
－引用・参考文献－ 
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国語編』2017年，開隆堂 

○ 文部科学省『中学校学習指導要領解説 外国語編』2017
年，開隆堂 

○ 文部科学省『高等学校学習指導要領解説 外国語編』
2018年，開隆堂 

〇 松川禮子，大城賢『小学校外国語活動実践マニュアル』
2008年，旺文社，p.46 

（企画課 髙味 淳） 

※ 本資料は，UD フォントを使用しています。 

※ 霧島市立日当山小学校 南木教諭の実践を基に筆者が再構成 

難しい表現だ

から，大きな

声で言うので

はなく，ジェ

スチャも添え

よう。 

４  まとめにかえて 

 

展

開 

６ 自分の課題に挑戦する。（15分） 

７ ペアで伝え合い，自分の表現を修正す

る。（15分） 

 

 

 

 

 

○ 最後は，自分の学びの成果を録画する活動を位置付

けることで，子供が意欲的に学びを進めていくことが

できるようにする。   

〇 単語のピクチャーカードに音声を録音しておくこ

とで，子供が使いたい表現を選んだり，発音が分から

なくなったときに繰り返し音声を聞いて練習したり

と，言葉を「広げる」ことができるようにする。【方】 

〇 子供が困ったときには，いつでも指導者や友達に相

談できる雰囲気づくりをしておくことで，相手によく

伝わるようにするにはどうしたらよいかという視点

で，対話を通して相手を「思いやる」工夫を深めるこ

とができるようにする。【社】  

〇 ペアで「理想の 1日」について発表し，友達の発表

でおもしろいと思ったところや内容が分からなかっ

たところなどについてのアドバイスを伝え合うこと

で，自分の発表を客観的に捉え，達成感を感じたり，

学びを深めたりすることができるようにする。【創】 

終

末 

８ 振り返りをする。（4分） 

 

９ 挨拶をする。（1分） 

〇 子供の学びの記録を提出箱に提出してもらうこと

で，教師の指導法改善に生かしたり，子供の学習の様

子を素早く評価し価値づけを行ったりすることがで

きるようにする。  

〇 子供の振り返りを紹介し賞賛することで，子供が達

成感を感じ，次時への学習意欲を高めることができる

ようにする。 

 ※ 霧島市立日当山小学校 南木教諭の実践を基に筆者が再構成 

調べた単語を

つなぎ合わせ

て活用できな

いかな。 

難しい表現だ

から，大きな

声で言うので

はなく，ジェ

スチャーも添

えよう。 



 


